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1901年の官営製鐵所操業開始以来、
一貫して日本鉄鋼業界のリーダー
としての役割を果たしてきた製鉄
所です。一般工場見学では、概要説
明に加え、原料を溶かし銑鉄を造
る高炉工場、真っ赤な鉄の塊（鋼
片）を薄く延ばす熱延工場の 2 工
場がご覧いただけます。東京ドー
ム約 150 個分の広大な戸畑地区敷
地内で、ダイナミック且つ精緻な
鉄鋼製品の製造工程をお楽しみく
ださい。

製鉄用水を安定的に確保するため、
1919年から8年の歳月と延べ数十万人
の人力を使って建設された八幡製鉄所
の広大な貯水池です。周囲の緑や自然
と美しく調和した貯水池全景は当時の
美的感覚と技術水準の高さを偲ばせま
す。現在、貯水池周囲にはサイクリング
ロードが整備され、春には数千本の桜
が咲き誇ります。また、河内貯水池に架
かる「南河内橋」は国の重要文化財（建
造物）に指定されました。「レンティキ
ュラートラス」と呼ばれる構造形式で
建造された鋼橋で国内に唯一現存し、
その橋梁技術史上の価値が高く評価さ
れました。

明治政府は、鉄道・造船を中心と
する基幹産業の鉄鋼需要が急激に
増大したことを受け、産業構造の
経済戦略の一環として、1897 年 6
月に「官営製鐵所」を八幡村に開庁
しました。1901年 2月に東田第一
高炉への火入れ、同年11月には作
業開始式が行われました。現在の
東田第一高炉は第10次改修高炉で
あり、公称能力 900 トンを誇る日
本最初の高圧高炉として建設され、
1962 年の火入れから 1972 年の吹
き卸しまで操業しました。

1890年に若松築港会社（現･若築建
設株式会社）が設立され、洞海湾の
港湾整備や運営管理を一手に担い
ました。それにより石炭の輸送効率が
飛躍的に向上、若松は日本一の石炭
積出港へと発展を遂げました。
わかちく史料館では、若松と共に歩
んできた企業の軌跡をたどりながら、
洞海湾の開発事業を中心とした歴史
や石炭景気に沸いた人々の暮らしに
触れることができます。往時を伝える
貴重な資料が多数展示され、写真、
映像、模型をはじめとした豊富なコン
テンツがそろっています。

日本一の石炭積出港として栄えた若
松では、石炭荷役に携わる人々は石
炭仲仕（ごんぞうとも呼ばれました）、
沖の本船へ積替作業に従事する人
は沖仲仕と呼ばれていました。この建
物は沖仲仕の詰所（待機・休憩所）を
模して、1996年に復元されたもので、
現在は市民の憩いの場所になってい
ます。旧ごんぞう小屋のそばにある石
段は、沖仲仕を運ぶ伝馬船の船着
場です。
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  日本製鉄㈱九州製鉄所（八幡地区）
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若松南海岸に現存する唯一の明治
建築で、石炭積出港の歴史を象徴す
る建物です。若松石炭商同業組合に
よって1905年に建造されたモルタ
ル外装の木造2階建で、壁面に目地
を多用し石造り風に見せています。
竣工当時は建物と前面にあった桟
橋の間に石の支柱と鉄柵が配置さ
れていました。



1913年に帝国麦酒株式会社の麦酒
工場として操業し、社名を変遷しなが
らも平成12年までサッポロビール九
州工場として使用されていました。現
在門司赤煉瓦プレイスは施設を保存
活用した建物群で、資料館やレストラ
ン等の複合施設となっています。館
内では当時のブランド「サクラビー
ル」やビール産業の発達と地域との
関わりが興味深く展示されています。

環境ミュージアムは、地球温暖化・
カーボンニュートラルなどの環境
問題や北九州市の公害克服の歴
史、SDGsについて「見て・触れて・
楽しみながら学べる」施設です。パ
ネルや映像、ゲームなどの展示に
より、身近な環境問題から地球環
境問題までを学ぶことができます。
ガイドによる説明や、環境学習サ
ポーター（市民ボランティア）によ
るエコ工作なども実施。また、「エ
コハウス」の見学もできます。

㈱フジコーは、長年の研究により、既
存の溶射技術を応用・進化させて、
光触媒による殺菌・消臭性能を極限
まで高めた「MaSSC（マスク）」を開
発致しました。2013年春には、響灘
臨海工業団地内に新工場を竣工、
2022年には創立70周年を迎え、今
後益々、地球環境に配慮した素晴ら
しい技術を開発して参ります。数々の
技術の神髄を多くの皆様にご理解・
ご実感頂きたいと願っております。

MW



2017年にTOTO創立100周年を迎
えたTOTOの記念事業として、2015
年8月に開設しました。TOTOが受け
継いできた創業の精神やものづくり
への想いとともに、新しい生活文化を
創造してきたその歴史と進化を紹介
しています。また、建物自体にも人と
環境にやさしい工夫が込められてい
ます。最新の技術と知恵を重ねて生
まれた100個の環境への配慮「環境
アイテム100」にもご注目下さい。

1917年

山頂展望台から眺める絶景は、「100億ドルの夜景」といわれ、市街地や工場群を大
パノラマで眺めることができます。



不定休（9日間／年間）］
［

上野ビル
（旧三菱合資会社若松支店）

東　京から 羽田空港→北九州空港 1時間30分●

飛行機

名古屋から
大　阪から
鹿児島から

名古屋駅→小倉駅
新大阪駅→小倉駅
鹿児島中央駅→小倉駅

3時間10分
2時間10分
1時間40分

●

●

●

新幹線

松　山から 松山観光港→小倉港 7時間●

フェリー・船

長　崎から
天神（福岡）から

3時間
1時間30分

●

●

高速バス

THE OUTLETS
KITAKYUSHU

見学申し込みHPアドレス
www.nipponsteel.com/works/kyushu/yawata/about/visit.html

093-663-6751
展示部分：9:00 ～ 17:00、情報ライブラリ等：
9:00 ～ 19:00（土・日・祝日は 17:00 まで）
月曜・年末年始休館（月曜が祝日・休日の場合は、翌日が休館）

P

公開状況はホームページをご覧ください。
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/shimin/02100262.html
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（学校関係のみ。10名以内）
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